
「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策」の効果事例

72 下水道施設の地震対策

○対策の効果

マンホールに浮上抑制ブロックを設置することで、液状化が発生した
際にマンホールにかかる浮力に対して、舗装や砕石などの上載荷重が
かかったブロックが抵抗し、マンホールの浮上を防ぎます。
大規模地震時にマンホールが道路交通の支障とならず、緊急車両等の
通行が可能となります。
「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策」により、長岡
処理区の他、県内全７処理区においてマンホールの浮上防止対策を進
めることができました。

人孔浮上抑制ブロックの設置

マンホール浮上防止の事例（長岡市・小千谷市 長岡４号幹線）
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